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＜連絡事項＞
・【口述発表リハーサル】

11/1（木）10時～12時　千葉記念講堂にて口述発表の部署発表者（または代理の方）は、集まった順にＰＰＴの確認を行なって頂きます。参加の可否はお任せしますが、参加できない部署はＰＰＴ等の不具合について事前の確認なしでの発表となりますので、ご了承ください。

【ポスター発表ＰＰＴ掲示作業について】

今年度は、印刷・掲示を各部署にお願いすることにしました。カラー・白黒は各部署にお任せします。

掲示作業時間は下記の通りです。

11/1（木）　午前：10時～12時　千葉記念講堂入口前ホール

　　　　　　午後：13時～15時

11/3（土）　午前：8時30分～12時

※できれば11/1のうちに掲示をお願い致します。
＜患者様連絡事項＞



・向谷地　照夫様～水分でのむせ込みあり、本日昼より汁のみトロミへ変更となる。
・中居　敬悦様～10/29にサービス担当者会議行う予定。
10/29に一時外出していいか確認していく。もし外出許可出た際は弟様へ連絡、8:00～15:00で外出申請を行うこととする。また、退院前訪問指導のため外出行ってもいいか10/28に窪田Ｄｒへ確認していく。もし外出良ければ退院前訪問指導の日時を後日調整行う。
・立花　圭様～不穏状態続いている事を田名部Drへ報告。本日昼からレボトミン(25)2T　　 2×昼夕で2日分処方となる。

・下村　慶子様～日赤病院受診している。本日は問診のみ行い、放射線治療行うよう勧められたとの事。夫様が子供たちと相談してから後日話し合った結果を当院に連絡するとの事。

・藤井　孝蔵様～本人よりパン食希望あり。また水分摂取量少なく、排尿量減少あり。10/25朝より朝のみパン、各食牛乳へ変更となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。大声での独語・放歌見られている。表情は硬いが、スタッフ対応は落ち着いている。開放時間外は自室で臥床し過ごす事多いが、時に隣室者の叫び声に反応し、口論となる場面見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施中。開放前、室内にてトイレの水で汚れたズボンを洗う不潔行為あり。又、開放中には汚した寝具を持参して詰所に侵入しようとする事やスタッフへ付き纏う行為見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・和田　昌様～終日隔離中。時折大声で叫び、隣室者と口論になる場面あるが、ドア蹴り等粗暴行為は無い。発熱や他バイタルサイン異常無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。また、排便の性状についても観察行っていく。
＜要注目患者様＞
・鹿原　博夫様～深夜帯で37.5℃の発熱あり。日勤帯では発熱無く経過している。瘻孔からの便汁、膿汁は続いている。倦怠感訴えており、脱力感見られている。
・夏坂　浩美様～深夜帯で37.8℃の発熱あり。日勤帯では発熱無く経過している。痰絡みあるが、自己排痰する事は出来ている。昨日顔色不良あったが、本日は顔色不良無く経過。
・澤村　幸次郎様～深夜帯で入院に対する不満の訴えあるが、説明にて納得されている。日勤帯では帰宅要求や不満の訴え無く経過。ほとんど自室にて過ごされている。スタッフ対応は穏やか。

・神田　直樹様～自室・ホールを落ち着き無く徘徊し、他者への話し掛けや放歌見られている。他者トラブルは無く経過。
・立花　圭様～朝食後より自室にて叫び、スタッフや他者に掴み掛かる・蹴る等粗暴行為見られ、男性スタッフ2名で制止・介入行っている。又、他者に掴み掛かった際に両手にペンを持っている為ペン類は回収している。自室へ誘導後も落ち着かず、スタッフに掴み掛かろうとする事あり。幻聴に関する発言聞かれている。
・向谷地　照夫様～他者の独語に対して暴言を吐く事あり介入要している。介入に対する不穏さは無く、スタッフ対応穏やか。帰宅要求訴えも無い。
＜深澤Ｄｒ診察情報＞
・杉山　千廣様～臨時薬メマリー15mg→20mgへ増量、他同内容で処方継続となる。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：10月24日　15:16

　氏    名：鎌田　慶一郎様　（かまた　けいいちろう様）

  生年月日：昭和25年3月15日　68歳

  病    名：妄想性障害

  性    別：男性

  病　　棟：東病棟Bユニット3号室

  主治医  ：田名部Dr

  入院形態：医療保護入院

(経過）

　六戸町の出身、7人兄弟の第3子であった。中学卒業後菓子製造や農家の手伝いをしてい
た。現在は生活保護を受けている。

　H30.10.23みさわクリニックを受診。睡眠障害や物忘れ、易怒性、頭痛などの訴え聞かれ
ていた。受診時血圧130/82mmHg、めまいや麻痺症状はなく、「他人(特定の人)が自分に利尿
剤を飲ませる」と言い張っている様子が見られていた。その以前にも、自転車のタイヤ

の空気を抜かれたり、食べものをしょっぱくされたりすることが何年か前からあったと話
している。

　同院からあおぞらクリニックに紹介となり、H30.10.24あおぞらクリニック初診。同日あ
おぞらクリニックから当院に紹介となる。本人から入院希望があるが、判断能力もあいま
いである為、弟様の同意によりH30.10.24東Bユニットへ医療保護入院となる。
